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図２ シカクイおよびマシカクイの植物図 
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サイカチの雌雄性について 

 

牛島清春¹.牛島富子¹．高野温子²．黒崎史平³ 

 

Kiyoharu USHIJIMA,Tomiko USHIJIMA,Atsuko TAKANO,Nobuhira KUROSAKI：Variations in sex expression of 

Japanese honey locust (Gleditsia japonica Miq., Fabaceae) 

 
 

はじめに 

 サイカチ(Gleditsia japonica Miq.)はマメ科サイカチ属の落葉高木である。サイカチ属はアジア(日本，韓国，

中国)，北米，アフリカなど世界に約14種あり，日本にはサイカチ1種が知られている(大橋 2016)。兵庫県川

西市猪名川の土手に生えるサイカチの大木が晩春，樹下が一面薄黄色に染まるほど大量の花を咲かせるのに，秋

には豆果がごく少数ひこばえの枝だけにつくのを不思議に思い，色々な図鑑を調べてみた。サイカチの花につい

ての記述は① 雌花・雄花・両性花があって同じ株につく（北村・村田 1971，平井 1996, 神奈川県植物誌調査

会 2001）②  雌雄花雑居 (大井1983) ③ 雌花・雄花・両性花がある（同じ株かどうかの記載はなし）（林他

1985, 牧野1997）④ 雄花または雌花がある（同じ株かどうかの記載はなし) (大橋1989,2016)等，少しずつ異な

っておりはっきりしない。そこでサイカチの雌雄性について調べることにした。 

 

材料と方法 

1) 調査地と調査個体・環境 

サイカチの産地7か所を調査し，うち6か所で現存する株を確認した（表１）。兵庫県内と京都府亀岡市，滋賀県

長浜市で生育している木合計49株を調査対象とした。図1に調査地の場所，表1に調査地・株数，生育環境と木

の状態を示した。 

 

表１ 調査地・株数と環境 

  

調査地 調査株数 木の番号 生育環境と木の状態

兵庫県 姫路市
市川沿い

1株 1 川沿いの雑木山の山麓に生育、幹の下部が３股に分かれ主枝上部が折れている

　〃　明石市
明石公園

１株 3
明石城址外堀の石垣の上、主幹上部と枝が枯れ伐切された。３株記録されていたが現
存は１株のみ、植栽と思われる

  〃  篠山市
白髪岳山麓

２株 ４・５
２株生育しているが、砂防築堤整備で１株は盛土され枯れる、そのあとに、ひこばえが生
育している。他の１株は谷川脇で、杉の植林地内にあり、主幹が根元で二股に分かれ、
一方の幹が枯れている

　〃  川西市
猪名川沿い

１株 6 川の土手で生育、太いひこばえが２本出ている。下部の枝は毎年伐切されている

京都府 亀岡市
桂川沿い

３株 ７・８・９
桂川(保津川)の堤で生育している、２株は戦国時代に植栽されたものとされ、他の１株は
幹が前記の２株より細く、大木から自然増殖したものと見られる

滋賀県 長浜市
サイカチ浜

41株
10～
50

琵琶湖岸の砂浜で、戦国時代に移植されたものが、自然増殖して、近年は、湖岸整備で
管理され伐切もされている。株数は多かったが、国道８号線のバイパス工事で伐採され
数が減少した

兵庫県小野市
加古川沿い

０株 …
兵庫県植物目録に記録されているが、河川整備で伐採され、現存しているものはない(1
株は三木公園へ移植された)

合計株数 49株
 

 

 

                 

¹〒666－0262 川辺郡猪名川町伏見台２丁目1－38   ²〒669-1546 三田市弥生が丘６丁目 兵庫県立人と自然

の博物館  ³〒651－0052 神戸市中央区中島通１丁目1-25-102
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2) 調査項目と方法 

2-1） 調査個体の花序で，葯に花粉があるかどうか，正常に発達しているかなど雄蕊の形状，柱頭が正常に発

達しているかなど雌蕊の形状に特に着目しつつ，花の観察を行った。 

                              

図１ 調査地位置 

 

 
６の木・北～西        ７の木・西           ８の木・南          ９の木・東 

図２ 調査花序の位置 ６，７，８，９の木   単位m  

注)            は調査花序の範囲  木番号の次の方位は花序の向いている方位 

 

          

    表２ 調査花序数と花数    単位： 花序 （本） 花（ 個） 

花序数 花数 花序数 花数 花序数 花数 花序数 花数

川西６ 雄株 18 1158 10 753 4 526 32 2437

亀岡７ 〃 2 199 3 167 0 ー 5 366

亀岡９ 〃 4 244 2 66 2 127 8 437

亀岡８ 雌株 31 728 6 146 6 93 43 967

55 2329 21 1132 12 746 88 4207計

2013年 2014年 2015年

観察標本数
観察標本計調査木の

生育地
木の番号

雌雄
区分

 

注) 亀岡７の木2015年は，花序をつけている枝が高く，花の観察が出来なかった 

2-2）  表1 の個体番号６（川西市猪

名川町），７，８，９（亀岡市）の木を用い

て，2013‐2015 年の３年間，ア）１花序あ

たりの開花日数，イ）開花開始部位，ウ）

平均つぼみ数と開花数，エ）開花の時

系列変化について調査した。調査した

花序の位置を図2に示した。年ごとの調

査した花序数及び花数は表2 に示し

た。開花したかどうかは，雄花は葯の花

粉とその変色，雌花は柱頭の変色と花

柱の大きさの変化を目視観察と拡大

写真で判定した。開花数は毎日午前中

に目視で数を確認，高い所は目視確認

のほか写真による補間を行った。 
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2-3)  個体の雌雄性の判定 

2013年から2015年にかけて，調査49株全てで春季に開花の有無と花の雌雄性，秋季に果実数を調査した。雄

蕊のみを付けている花を雄花，柱頭の発達した雌蕊を付けている花を雌花と判定した。雄花に混じって極稀に雌

蕊の発達した花が付くことがあるが，雄蕊も花粉を有しており正常に見えるので両性花とみなした。雄花だけを

つける個体，多量の雄花と稀に両性花を付ける個体を雄株とし，雌花だけをつける個体を雌株と判定した 。 

 

結果と考察 

1）花の形状 

観察の結果，雄花と雌花，ごく少数の両性花があることが分かった。雄花と雌花は株内に混在することはなく，

雄花ばかりの株，雌花ばかりの株のいずれかであった。調査した花の9割以上が雄花で雄株と判定した木にごく

少数の両性花が見られることはあったが，雌花をつける株に両性花は見つからなかった。雄花は幅×高さ 4.5

～7mm×4.5～8 mm， 雄蕊の長さは長いものは約7mmであった（図3）。雌花は5～7.5mm×6～8mm，花柱の太さは

基部で径約0.6mm，柱頭の径約1.3mmであった（図4）。花被は花弁と萼片との区別が分かりにくいが（図5），外

側４枚が萼片で約幅0.8mm×長さ６mm，内側４枚の花弁は幅が広く，約1.5mm×5mm であった。雄花の雄蕊は８

本で，うち４本が長く，更にそのうちの１本は早く伸び，他の４本はやや短くて遅く伸びるが(図6)，葯の先端

が同時に茶色く変色し枯れるものが多い。中には花粉の放出も雄蕊の伸びる時差に比例して差が生じ，先に出た

雄蕊は早く茶色に変色し枯れるものもある(図7)。雄蕊の数が多い花や花弁，がく片の先端に葯らしきものがつ

いた花も少数出現する(図8)。雌花に小さな雄蕊が見られるが，退化して花粉をもたないことを顕微鏡で確認し

た(図9 )。調査した花の大部分が雄花で雄株と思われる個体の中に，ごく少数雌蕊が発達し両性花と推定される

花が咲くことがあった（図10）。両性花の検出は困難で，確認したのは２花序のみであった。雄株につく両性花

は，大きさは雄花とほぼ変わらないが，花はその花序の中では早く咲き，雌蕊が未成熟と思われるときに雄蕊が

早く萎れ枯れ，そのあと花柱が大きく成長した。両性花の雌蕊の形は，雌花のそれより多少花柱が短く柱頭が小

さい傾向が見受けられた。 

 

    
図3 雄花の姿図      図4 雌花姿図        図5 雄花-１          図6 雄花-２   

                                               花糸の長さに長短がある 

 

図7 雄花-３       図8 雄花-４      図9 雌花と若い豆果    図10  雄花花序に        

外輪と内輪の葯で花粉放出   花弁・萼片に葯のような   雄蕊は退化している     ついた両性花 

のタイミングが異なる      付属物がある                                        雄花より開花が早い 
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2）花序の開花日数 

  １花序内の開花期間は，雄株花序では，３～14日間，雌株花序は３～９日間であった。そのうち75％の花序が

５～９日で全ての花が咲き終わった。花の咲き始める時期と期間は，その年の気候，生育場所，木の花序の位置

と向きにより変動していると見られる。 

 

表３ 花序の開花日数 (期間)      単位 花序 本 

雄株花序 雌株花序 雄株花序 雌株花序 雄株花序 雌株花序

3 1 1 1 2 5

4 0 1 3 2 6

5 5 1 1 2 9

6 3 9 6 1 19

7 1 6 3 2 12

8 6 6 3 0 15

9 6 4 1 11

10 3 1 4

11 2 1 3

12 1 1 2

13 0 0

14 2 2

計 24 31 15 6 6 6 88

2015年
花序計

開花日数
(期間)

2013年 2014年

 
          注) 調査花序全数88本 

 

3) 花序の開花開始部位     

雌花，雄花とも，花序での開花順序は，花序の元端がやや早く開花するもの，先端が早いもの,中間部が早いも

のがあり，その割合は，調査３年間の雄花花序45本では，元端部63% ,先端部22%.中間部15%の順で元端が早い

ものが多い。雌花調査花序43本では，元端部56%,中間部37%,先端部7%の順で元端が一番早いが，次に中間部が

先に咲き，先端部は遅くなっている。調査の記録は表４に記した。花序につく蕾は数個ずつかたまってつき，そ

の内では中央部に位置する蕾が先に開花する。枝全体では，日当たりのよい位置にある花序の花が早く咲く。な

お，両性花は先端部に付くものが多く，その花序の中では一番早く開花し雄花の開花と時差がある。なお，両性

花の発見は通常困難で，記録花序数は2本であるが，豆果調査の結果から更なる両性花の存在が示唆された。 

 

表４ 最も早く開花した花序の部位 (同時開花した部位は重複カウント) 

先端 中間 元端 先端 中間 元端 先端 中間 元端 先端 中間 元端

2013 55 10 9 18 5 20 29 27 24 49 9 37 54

2014 21 2 0 15 0 0 6 12 0 88 0 0 100

2015 12 1 0 5 0 6 4 17 0 83 0 60 40

計 88 13 9 38 5 26 39 22 15 63 7 37 56

雄花 雌花

花序中の開花順部位別の割合　(％)

雄花 雌花

花序中の開順部位別出現回数　(回)調査
花序数
(本)

調査年

 

注) 調査花序全数88本 雄花花序45本 雌花花序43本 
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4) 花序当たりの平均蕾数と開花数 

 １花序についた蕾数と開花数は表５に示した。2013・2014・2015年の３年間の全体の平均開花率は雄花74%と

雌花76%で，雄花の調査年毎の変動範囲は，2013年70-85%，2014年52-74%，2015年84-96%，全変動幅12– 22%

であり，雌株は19%の変動幅であった。これも，花の開花時期とその年の気候生育場所，その木の花序の位置と

向きにより変動しているものと思われる。 

 

表５ １花序当たり平均蕾数と開花数・開花率    単位： 蕾花 個，開花率 ％  

蕾数A 開花数B 開花率B/A 蕾数A 開花数B 開花率B/A

川西 ６ 91 64 70

亀岡 ７ 117 100 85

亀岡 ９ 79 61 77

川西 ６ 102 75 74

亀岡 ７ 104 56 54

亀岡 ９ 64 33 52

川西 ６ 138 132 96

亀岡 ７ ー ー ー

亀岡 ９ 76 64 84

加重平均 97 72 74 加重平均 29 22 76

調査年 木の番号
雄花　1花序当たり平均

木の番号
雌花　1花序当たり平均

2013 亀岡 ８ 28 24 86

2014 亀岡 8 36 24 67

2015 亀岡 8 19 16 84

 

注) 調査花序全数88本 

 

5) 花の時系列開花数 

 2013－2015年の調査個体の日ごとの開花数を時系列で示した（図11・12・13）。どの年も川西の6番の個体が

亀岡の木番号７，８，９の3個体よりも開花が早い傾向がみられた。亀岡では雌花と雄花の開花が重なっており，

雌花の受粉可能期間は５-７日間であった。雄花，雌花とも１日花のようで，雄花の時系列写真(図14－19)で認

められるように，その日に咲いた花は殆ど翌日には落下するか，葯が淡い茶色に変色している。雌花は，開花し

た翌日には柱頭が変色し花柱が大きく伸びていることから分かる(図20－25)。 
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図11 花の時系列開花数2013年平均       図12 花の時系列開花数2014年平均 
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図14 川西６ 花序１ 5/21       図15川西６ 花序１ 5/23      図16 川西６ 花序１ 5/24 

   

図17 川西６ 花序１ 5/26       図18 川西６ 花序１ 5/27      図19 川西６ 花序１ 5/30 

( 図14－19 個体番号６（川西市） 雄花序の時系列写真（2013年5月21日―30日）) 

 

   

図20 亀岡８ 花序71 5/29      図21 亀岡８ 花序7１ 5/30    図22 亀岡８ 花序7１ 5/31 

   
図23 亀岡８ 花序71 6/2       図24 亀岡８ 花序7１ 6/3    図25 亀岡８ 花序7１ 6/4 

(図20－25 個体番号8（亀岡市） 雌花序の時系列写真（2014年5月29日―6月４日）) 

 

図13 花の時系列開花数2015年平均 
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( 図14－19 個体番号６（川西市） 雄花序の時系列写真（2013年5月21日―30日）) 
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図23 亀岡８ 花序71 6/2       図24 亀岡８ 花序7１ 6/3    図25 亀岡８ 花序7１ 6/4 

(図20－25 個体番号8（亀岡市） 雌花序の時系列写真（2014年5月29日―6月４日）) 

 

図13 花の時系列開花数2015年平均 
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2013/春 2013/秋 2014/春 2014/秋 2015/春

花の有無 豆果調査 花の有無 豆果調査 花の有無

姫路-1 31 雌株 なし 雌花 雌花

明石-3 29 雌株 なし 雌花 雌花

篠山-4 406 雌株 なし 0 雌花 雌花

篠山-5 400 雌株 なし 2 なし 雌花

川西-6 40 雄株 雄花 17 雄花 22 雄花

亀岡-7 85 雄株 雄花 5 雄花 38 雄花

亀岡-8 85 雌株 雌花 多数 雌花 多数 雌花

亀岡-9 85 雄株 雄花 2 雄花 1 雄花

長浜-10 87 雄株 雄花 0 蕾 雄花

長浜-11 87 雄株 雄花 0 雄花 なし

長浜-12 87 － 不明 150以上 なし なし

長浜-13 87 雄株 雄花 0 雄花 雄花

長浜-14 87 雌株 不明 40落下多 雌花 なし

長浜-15 87 － なし 0 なし なし

長浜-16 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-17 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-18 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-19 87 － 不明 100以上 なし なし

長浜-20 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-21 87 － なし 0 なし なし

長浜-22 87 雌株 雌花 50落下多 なし 雌花

長浜-23 87 雌株 不明 50以上 なし 雌花

長浜-24 87 － なし 0 なし なし

長浜-25 87 雌株 雌花 10以上 なし 雌花

長浜-26 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-27 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-28 87 雌株 雌花 50以上 雌花 雌花

長浜-29 87 雄株 雄花 0 雄花 なし

長浜-30 87 雄株 雄花 0 雄花
果実が採
集され未

確認
なし

長浜-31 87 － 不明 14 なし なし

長浜-32 87 雌株 雌花 80以上 なし なし

長浜-33 87 － なし 0 なし なし

長浜-34 87 雄株 なし 0 雄花 雄花

長浜-35 87 － なし 0 なし なし

長浜-36 87 － なし 0 なし なし

長浜-37 87 － 不明 70以上 なし なし

長浜-38 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-39 87 雌株 不明 45以上 雌花 雌花

長浜-40 87 雌株 雌花 150以上 蕾 雌花

長浜-41 87 雌株 雌花 0 なし 雌花

長浜-42 87 雄株 雄花 0 雄花 雄花

長浜-43 87 雌花 雌花 150以上 蕾 雌花

長浜-44 87 雄株 雄花 0 なし なし

長浜-45 87 雄株 雄花 5 なし なし

長浜-46 87 雌株 雌花 50以上 なし 雌花

長浜-47 87 － 不明 50以上 不明 なし

長浜-48 87 雄株 雄花 0 なし 雄花

長浜-49 87 雌株 雌花 50落下多 なし 雌花

長浜-50 87 － 不明 0 なし なし

表６．個体の雌雄性区分

木の番号
標高
（ｍ）

雌雄区分

 

6)  木の雌雄区分 

調査個体の雌雄性の

区分の結果を表６に示

した。調べた花がほぼ

すべて雄花だった個体

を雄株，全て雌花だっ

た個体を雌株と判定し

た。３年間の調査中花

をつけなかった個体が

49株中12株あり，こ

れらの雌雄性の判定は

保留した。これらの木

の状態は，折れ，枝の

枯れ，害虫の食害など，

損傷しているもの，密

生し日当たりの少ない

場所のものであった。

前述のように雄株と判

定した木にごく少数の

両性花が見られること

はあったが，雌株に両

性花は見あたらなかっ

た。 

 

まとめ 

今回のサイカチの雌

雄性調査の結果，①雄

花を咲かせる個体，②

多量の雄花と少数の両

性花を咲かせる個体，

③雌花だけを咲かせる

個体を確認した。この

結果から，サイカチは

不完全な雌雄異株性で

あることが示唆される。

同様に雌雄異株が多少

崩れる例として，ヒサ

カキが知られている

（Manabe 1996）。図鑑

によっては株内に雄花，

雌花，両性花が同じ株

につくという記述をし

ているものもあったが，

今回の結果とは合わな 雄株20,雌株17,未判定12株,合計49株 

兵庫の植物 27 号（2017） 19



20                PLANTS OF HYOGO NO.27 (2017) 
 

かった。また雄花序に少数の両性花が混じる例は確認できたが，雌花序に両性花が混ざる例は確認できなかった。 

兵庫を中心とした地域ではサイカチの開花期は5月下旬～6月上旬であり，開花期は雄株と雌株でほぼ同調した。

雄花も雌花も基本的には1日花であった。しかし雄花に関しては，内輪の雄蕊と外輪の雄蕊の花粉を放出するタ

イミングに多少ずれが生じ，2，3日開花が続く場合もあった。花序の中の開花順序は雄花雌花とも元端から開く

ものが，それぞれ63%，56%と若干多かった。調査花序1本当たり蕾の平均開花率は，雄花・雌花ともに75%前後

であった。 
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